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霧箱を用いた放射線に関する授業実践
　放射線の意識・イメージについて，授業前のアンケー
トでは，原子力発電所の事故や放射性物質が飛散したこ
と，戦争および原子爆弾で使用され，何かしら人体に悪
影響があるという回答があった。また，危険な印象をも
ちつつも，医療に使われているといった生徒自身がもつ
疑問と結び付けている回答があった。また単語として，
X線，ラジウム，放射能が回答された。放射線を，原子
力発電や原子爆弾と結びつけている生徒，X線と結びつ
けている生徒，の存在が明らかになったが，その他は無
回答が多数であり，放射線の知識を有していない生徒も
多い。特に平和学習等における戦争に使用された原子爆
弾の印象が強く，放射線に対する判断は一義的に危険で
否定的なイメージに留まっており，科学的根拠に乏しい。
　また，放射線に興味をもっている生徒（「よくあてはま
る」または「あてはまる」と回答した生徒）は，授業前
後で８６.７％から１００％に増加した（図３）。これらの結果
から，本授業によって物理や放射線に対して興味をもつ
生徒が増加したと考えられる。
　続いて授業後の生徒の感想を示す（表３）。
　放射線の観察では，全ての生徒が放射線の飛跡を観察
でき，またその飛跡の様子をワークシート上にスケッチ
した。ドライアイスやエタノールの生徒への分配は，事
前に準備した量をわずかに上回ることになり，計画的な
使い方を考慮しなければならない。人数分の実験器具は，
前もってある程度，準備しておく。特にラジウムボール
の接着やプラスチックカップの底に貼り付ける丸型の厚
紙は，生徒の作業によっては作業時間に個人差が大きく
なると予測したため，時間を要する作業は事前に終わら
せておいた。その負担軽減は，一朝一夕で解決すること
は困難であるが，時間をかけて事前準備することで生徒
の授業時間を確保することにつながった。生徒には霧箱
の作成手順を記したワークシートを用意し，そのワーク
シートを基に霧箱の作り方についてフィードバックした
り，霧箱の様子をスケッチさせたりした。図４，５は生徒
が作成した霧箱について，放射線の軌跡を上面と側面に
〇日常生活や数学，生物，地理，歴史，医療等で応用
できる
図３　授業前後での生徒の放射線への興味の変化
表３　授業後の生徒の感想
〇最初は放射線をうまく見ることができなかったけど，
最後には飛行機雲のような白い直線や曲線を見るこ
とができて良かった。よく見えなかったのは温め方
が足りなかったのかなと思った。
〇物理はあまり好きでなかったが，好きになることが
できた。
〇放射線について知り，普段のニュースについて身を
もって感じられるようになりたい。
〇放射線を見る実験と聞いて，最初は良くないイメー
ジだったが，やってみると楽しくて放射線を見つけ
るのが楽しくなった。
〇ガンマ線と聞いて，ガンマ線バーストを思いついた。
〇放射線というと危険なイメージを持っていたが，
ジャガイモの発芽防止などの身近なところに使われ
ていることを知って驚いた。
〇放射線と聞くと人間にとって有害なものでしかない
と思っていたが，ガードを作ったり，被曝時間を短
くしたり，距離を置いたりすることで，非常に便利
なものだということが分かった。
図４　生徒のスケッチした霧箱（上面）
図５　生徒のスケッチした霧箱（側面）
授業前後での放射線への興味の変化
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川角　光毅，福田　幸司，宍野　彰彦，寺島　幸生，粟田　高明
分けてスケッチしたものである。霧箱は生徒一人一人に
用意し，言葉によって観察した状態を表現することで，
科学的思考・表現に基づいた判断を行うことができるよ
うになるという学習目標の達成を目指した。今回，用い
た線源の１つであるラジウムセラミックスボールは市販
されており，生徒たちに放射線を身近なものとして感じ
させる上で効果的であった。この結果より，今回の授業
は放射線や物理への興味を持たせ，放射線について科学
的な知識を修得し，科学的根拠に基づいた判断を行うこ
とができるようになる授業として，一定の効果があった
と考えられる。
４．　おわりに
　学習指導要領に記載されている放射線の学習において，
霧箱を用いて放射線の軌跡の観察・実験を行うことで，
科学的根拠に基づいた判断・行動ができる能力の一端を
育成することができた。霧箱を用いて，実際に放射線の
観察を行ったことで，「生きる力」を育むための基盤とな
り，マスメディア等の情報のみでイメージを形成するの
ではなく，科学的根拠に基づいた判断ができる能力を育
むことにつながるとわかった。変化の激しい社会におい
て，情報化やグローバル化が進展し，「生きる力」の向上
が　非常に重要になっていくと考えられる。
　本実践では一人一人に霧箱を与え，観察させたが，今
後も様々な教材を用いて科学的に判断する力を向上させ
る授業を検討していきたい。
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